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100hPa面 に おける亜熱帯高圧帯の イラ ン モ ー ・ドと ヨー ロ ッ パ の

異常気象に つ い て

’
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　 1．研究目的

　北半球の 夏季に おい て は，対流圏 上層部に おい て チ ベ ッ トを

中 心とする南ア ジア 高気圧 形成され，東ア ジアの 気候 に及ぼす

影響が 大きい こ とが Zhang　et　a　l（2002）に よ っ て も報告されて

い る。しか し，熱帯海域に おける SSTの 上 昇（Strong　et　a　1，2000）

に伴 っ てハ ドレー循環が強化 さk 南ア ジア高気圧 の領域が広

く東西 に広 が る傾 向がみ られ る 。 南ア ジア 高気圧 は，その 中心

がチベ ッ ト高原 付近とイ ラ ン高原とに分 かれて現れる傾向があ

り，東ア ジアの み ならず 西側の ヨーロ ッパ の 気候へ の 影響も

懸念される。特に，イ ラ ン付近の高気圧 セル の規模が大きい場

合に は，その 中心の 緯度的位置が北上する傾向に あり，明 瞭な

リ ッ ジが 形成される。

　そ こ で本 研究 は，夏 季の 鯉 層部 （100hPa面） に現 れ る

イラン付近に現れる高気圧セル の出現頻度の 経年変化とその 盛

衰に伴う トラフ
・リッ ジの変動 とヨーロ ッ パ の 異常気象との関

係に つ い て 明らかに しようとするもの で ある。

　 皿．資料 ・解析方法

　解析に用いた 資料は，NCEP／ma の 再解析データである 。 対

象とした年1よ ヨーロ ッ パ で洪水と猛暑であっ た 2002・03 年

で ある。これ らの 年 の 100hPa面 に お ける高圧帯領域面 積 を半

旬 ごとに 求めて 6月か ら 9月まで 時系列で 表 して 比 較 した。ま

た．1980年以降の 10  Pa等圧 面高度場1：現れた イ ランを中心

と して現れた高気圧セル の 出現頻度の 経年変化 と緯度的
・
経度

的位置の 変動をデイリ
ー

データから明らか に し，2002年と2003

年に おける特異年との 比較を行っ た。

　 皿 結　果

　まず，ヨ
ー

囗 ッパ が猛暑であっ た 2003年 7月の 1（XXIPa面に

おける気圧場は，南アジア高気圧の 中心が イ ラ ン付近に あっ て，

40°E付近 に リッ ジを形成 して い るが，2002年に は高気圧の 中

心が東に 移動 し （90
°E），00°E付近 に トラ フ が形 成されて い

る （図 D 。 この高気圧の 東へ の シフ トは，日本付近が リッ ジと

なるが，西へ の シ フ トは トラ フになりやす い。

　こ れ を，半旬別の 面積変動 （1675C）n 以上 ）で 比較して み ると

（図 2），7月上 旬の 2003年と 2002年との 差が大 きく，また，

8月にはその 逆となる。 また，高圧帯の 中心経度は （図 3），2003

年の 7月上旬から下旬にかけて 60° E付近で あるカ〜2002年は

80eE よ りも東側 に シ フ トして い る。

　 したが っ て，ヨ
ーロ ッ パの 異常気象年rよ 高圧 帯の 東西シ フ

トと密接な関係があ り，Zha  et　aK2002 ）の 東 ア ジアの 例と一

致する。
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ロ ッ パ特異年に おける 7月の ICKhPa等圧 画高度場
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ロ ッパ 特異年 （2002・03年）に おけ る夏季の半旬別高圧帯領

　　　域面積の 変動
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ロ ッ パ 特異年 CPDO2・03年）における夏季の半旬別高気圧中

心位置 （経度）の変動
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